
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

大学等名

プログラム名

① 対象となる学部・学科名称 ② 教育プログラムの修了要件

③ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

1 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

1 ○ ○ ○

2 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

1 ○ ○ ○

2 ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

1 ○ ○ ○

2 ○ ○

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目

6

授業科目

情報とコンピュータ Ⅱ

AIとライフデザイン

授業科目

情報とコンピュータ Ⅱ

コンピュータと社会

授業科目

情報とコンピュータ Ⅱ

AIとライフデザイン

授業科目

様式１

授業科目

情報とコンピュータ Ⅱ

コンピュータと社会

AIとライフデザイン

授業科目

令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

甲南女子大学

AI・データ活用力育成プログラム

プログラムを構成する授業科目について

AI・データ活用力育成プログラムは、「情報処理・AI基礎科目」群（計4科目）と「データリテラシー基礎科目」群（計10科目）からなる。
「情報処理・AI基礎科目」群：１，情報とコンピュータⅠ　２，情報とコンピュータⅡ　３，AIとライフデザイン　４，コンピュータと社会
「データリテラシー基礎科目」群（計10科目）：１，統計学の基礎　２，ビジネス情報実習　３，心理学統計法Ⅰ　４，社会調査実習　５，生
活環境学基礎演習Ⅲ　６，保健統計学　７，保健情報学　８，統計学　９，栄養情報処理学演習　１０，公衆栄養学実習

「情報処理・AI基礎科目」群から4単位以上かつ、「データリテラシー基礎科目」群から2単位以上
計6単位以上を修得することで、プログラム修了とし、認定証を発行する。

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自ら
の生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

学部・学科によって、修了要件は相違しない

授業科目

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

1 ○ ○ 2 ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ 1 ○ ○

1 ○ ○ ○ 1 ○

2 ○ ○ 1 ○

2 ○ ○ 1 ○

2 ○

2 ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

授業科目 授業科目

・AI等を活用した新しいビジネスモデル 「情報とコンピュータⅡ」 （２回目）]
・AI最新技術の活用例 「コンピュータと社会」 （１３回目）
・AI最新技術の活用例 「AIとライフデザイン」 （１２回目）

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど「情報とコンピュータⅡ」（２回
目）
・構造化データ、非構造化データ　「AIとライフデザイン」（１２回目）

・流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介　「情報と
コンピュータⅡ」（２回目）
・流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介　「AIとライ
フデザイン」（１１回目）

・データ・AI活用領域の広がり）「情報とコンピュータⅡ」（２回目）
・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービスなど　「AIとライフデザイン」（１１回目）

・AIとビッグデータ「情報とコンピュータⅡ」（２回目）
・非構造化データ処理　「AIとライフデザイン」（１２2回目）

選択項目 授業科目

情報とコンピュータ Ⅰ

情報とコンピュータ Ⅱ

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

（１）現在進行中の社会
変化（第４次産業革
命、Society 5.0、データ
駆動型社会等）に深く
寄与しているものであ
り、それが自らの生活
と密接に結びついてい
る

生活環境学基礎演習Ⅲ

保健統計学

保健情報学

統計学

心理学統計法Ⅰ

社会調査演習

栄養情報処理学演習

公衆栄養学実習

授業に含まれている内容・要素 講義内容

・Society5.0 「情報とコンピュータⅡ」 （１回目）
・AI、ビッグデータ 「コンピュータと社会」 （１２回目）
・人間の知的活動とAIの関係性　「AIとライフデザイン」（１４回目）

選択項目授業科目

（２）「社会で活用されて
いるデータ」や「データ
の活用領域」は非常に
広範囲であって、日常
生活や社会の課題を
解決する有用なツール
になり得るもの

ビジネス情報実習

統計学の基礎

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

人工知能（AI）やビッグデータを活用した新しいビジネスの形が出現する時代において、情報セキュリティや情報モラルにつ
いて理解すること、またコンピュータやスマートフォンから日常的にネットワークに接続し、あらゆる情報がつながっている時
代を生きていく上で、社会で活用できるAI やデータ活用の基礎的知識を身につける

・情報セキュリティ　「情報とコンピュータⅡ」（４回目）
・情報漏洩等によるセキュリティ自己の事例紹介　「コンピュータと社会」（１０回目）

・データ表現　「情報とコンピュータⅡ」　（１２回目）
・データ表現　 「ビジネス情報実習」  （１２回目）
・データ表現　 「社会調査演習」  （１３回目）
・データ表現　「生活環境学基礎演習Ⅲ」  （１５回目）
・データ表現 「公衆栄養学実習」  （２回目）

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

・ データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値） 「情報とコンピュータⅡ」 （８回目）
・クロス集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列 「ビジネス情報実習」  （７回目）
・母集団と標本抽出 「統計学の基礎」「統計学」「保健統計学」  （５回目）
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値） 「心理学統計法Ⅰ」  （３回目）
・データの分析 「社会調査演習」  （１０回目）
・統計情報の正しい理解 「保健情報学」  （２回目）
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡） 「栄養情報処理学演習」  （５回目）

・表形式のデータ 「情報とコンピュータⅠ」 （８回目）
・データの集計「情報とコンピュータⅡ」　（７回目）
・データの集計 「ビジネス情報実習」  （４回目）
・データの集計 「統計学の基礎」「統計学」「保健統計学」  （１回目）
・データの集計 「生活環境学基礎演習Ⅲ」 （１３回目）
・データの集計 「社会調査演習」  （８回目）

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、デー
タ倫理、ＡＩ社会原則
等）を考慮し、情報セ
キュリティや情報漏洩
等、データを守る上で
の留意事項への理解
をする

・個人情報保護、データのねつ造　「情報とコンピュータⅡ」（４回目）
・データ・AI活用における負の事例紹介　「AIとライフデザイン」（１０回目）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

様式２

大学等名

①プログラム開設年度 年度

②履修者・修了者の実績

合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性

文学部 933 150 790 159 0 159 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 159 20%

人間科学部 1,719 400 1600 354 0 354 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 354 22%

国際学部 571 190 570 161 0 161 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 161 28%

医療栄養学部 303 80 320 90 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 28%

看護リハビリテーション学部 652 160 640 158 0 158 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 158 25%

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

合　計 4,178 980 3,920 922 0 922 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 922 24%

修了者数

令和3年度

履修者数 修了者数

令和2年度

甲南女子大学

履修者数 修了者数

令和元年度

履修者数 修了者数

プログラムの履修者数等の実績について

令和4

学部・学科名称 入学
定員

収容
定員

令和4年度
履修者

数
合計

履修率
学生
数

履修者数

平成30年度

履修者数 修了者数

平成29年度

履修者数 修了者数
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

大学等名

① 全学の教員数 176 人 （非常勤） 610 人

② プログラムの授業を教えている教員数 27 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

甲南女子大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

甲南女子大学全学共通教育委員会規程

(1)　全学共通教育の実施上審議を要すべき事項に関し、学部教授会等に提出する原案を作成
する。
(2)　全学共通教育の実施に関する学長の諮問事項について審議する。
(3)　全学共通教育として実施されるプログラムの申請に必要な自己点検・評価を行う
(4)　全学共通教育の実施に関して必要な事項を研究審議し、学長に進言する。

(1)　学長が指名した委員長：人間科学部　教授　佐伯　勇
(2)　学長が指名した専任教員：文学部　教授　信時　哲郎、国際学部　教授　ｲ･ｳﾅ、
　　 人間科学部　教授　坂井　康子、看護リハビリテーション学科　准教授　池田　七衣
(3)　キャリアセンター長：国際学部　教授　森本　真理
(4)　教務部長：人間科学部　教授　佐伯　勇
(5)　キャリアセンター課長：深澤　貞信
(6)　教務課長：川俣　貴史
※前項第3号及び第4号の委員は、前項第1号の委員を兼ねることができる。

全学共通教育委員会

佐伯　勇 委員長

佐伯　勇 教務部長

(常勤）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和４年度実績 令和５年度予定 令和６年度予定 70%

令和７年度予定 令和８年度予定 収容定員（名） 3,920

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

「情報とコンピュータⅠ・Ⅱ」は全学部必修科目としており、その他の科目についても、時間割編
成において、学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるよう工夫している。

全学共通教育委員会において、当プログラム科目の時間割配置や受講状況を確認し、希望者
が全員受講可能となっていることを担保していく。

オリエンテーションを通じた周知
大学公式ウェブサイトでの当該プログラムに特化した特集ページの設置
大学入学案内での全学共通科目ページに当該プログラムに関する情報を掲載

24%

90%

40%

令和４年度から「AI・データ活用育成プログラム」を新設した。
令和４年度新入生向けオリエンテーションにて、当該プログラムの紹介を行った。

当該プログラムは、複数年度にまたがるプログラムのため、令和5年度以降継続してプログラム
を履修させる取り組みとして、大学HPサイトに特設サイトを構築するなど、データサイエンス教
育に関する広報等を積極的に実施し、当プログラム科目の履修者数・履修率を向上させる。

具体的な計画

100%

6



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

全学必修科目「情報とコンピュータⅠ・Ⅱ」内で、プログラムの履修に関する説明を行っている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

「情報とコンピュータⅠ・Ⅱ」は1クラス30名前後で対面実施するとともに、反転授業の要素を取
り入れて、授業内ではグループワークや演習を行い、質問しやすい環境を整えている。

また、全てのシラバスには担当教員のメールアドレスを記載し、授業に関する質問や相談につ
いて、授業時間外でもやり取りができるよう工夫している。

科目によっては、毎週決まった時間にオフィスアワーを設定し、学生が教員と対面で直接指導
を受けることができる機会も確保している。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 甲南女子大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 秋元　典子 （役職名） 委員長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

FD委員会が後期末に実施した「授業改善のためのアンケート」によれば、「情報とコンピュータⅠ」>「授業の内容が十
分に理解できたか」 の設問について、【強くそう思う】、【ややそう思う】を選択した学生は88.8％であった。「情報とコン
ピュータⅡ」の同設問について、【強くそう思う】、【ややそう思う】を選択した学生は72％であった。
「情報とコンピュータⅡ」は、「情報とコンピュータⅠ」と比較し、扱う内容の難易度が上がることから、「十分に理解でき
た」と回答した層がやや減少し、ここに改善の余地が見られるが、必修科目である「情報とコンピュータⅠ・Ⅱ」におい
て、少なくとも受講者の7 割以上は授業内容を理解していることが確認できた。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

本プログラムで開講する「情報とコンピュータⅠ・Ⅱ」は全学必修科目であるため、本学に入学すると全員が受講しなけ
ればならない。授業内で本プログラムの周知を行っているため、後輩学生等への履修推奨の積極的な取り組みは実施
していない。
その他、プログラムを構成する科目について、2023年度より大学HP内に当該プログラムについての特設ページを開設
し、学内に広報していくことでプログラムの認知度を高め、履修を促進していく。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

本学の当プログラムは1年次必修科目を含むため、履修者については1年ごとに確実に向上することが見込まれる。
但し、本プログラムは必修科目の修得だけでは修了できないため、1年次必修科目「情報とコンピュータⅠ・Ⅱ」の講義
内にて、当プログラムを積極的に告知することや、プログラムを発展させるための全学共通教育委員会を定期的に実
施し、その他プログラムを構成する科目の履修促進方法を協議・検討していく。

学修成果

全学必修科目である「情報とコンピュータⅡ」において、学修成果の確認を目的に、第7 回に中間課題、第14 回に最終
課題を実施した。中間課題では、10 点満点のうち、7 点以上の学生が73.3%、最終課題では、20 点満点のうち、14 点
以上の学生が79.5%であった。7 割以上の得点者割合が増加しており、学修成果は授業が進むにつれて向上している
といえる。
FD委員会が後期末に実施した「授業改善のためのアンケート」によれば、「情報とコンピュータⅡ」>「この科目を受講し
て成長したと思うこと」 の設問について、【パソコン等のIT技術】、【基礎的あるいは専門的な知識・技能】など、成長した
能力を選択した学生は98％であったことから、シラバスに記載した到達目標がおおむね達成されたことが確認できた。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

本プログラムの構成科目の一部である「情報とコンピュータⅠ・Ⅱ」は全学部1年次の必修科目であり、教務課が自動
的に履修登録を行うことで入学者全員が履修する仕組みとしている。
必修科目でない全学共通科目、例えば「統計学の基礎」においても、全学生に対して履修しやすい曜日時限で開講し
た。
プログラム初年度受講科目についての履修率・単位取得率は以下のとおりである。

・「情報とコンピュータⅠ」：履修率100%、単位取得率97.3%
・「情報とコンピュータⅡ」：履修率100%、単位取得率96.3%
・「統計学の基礎」：履修率2.3%(22名)、単位取得率86.4%
※本プログラムは2022年度から開始しているため、上記は2022年度入学生に関する数値となる。

内部質保証委員会
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

必修科目「情報とコンピュータⅠ・Ⅱ」では、反転授業の要素を取り入れ、毎回事前学習課題に取り組む形式としてい
る。教員は事前学習課題の提出物を評価し、理解が難しいポイントを特定して重点的に対面授業で解説するよう工夫
している。
FD委員会が各中間・期末に実施する「授業改善のためのアンケート」において、特に受講生が困っていることを把握し
たうえで、その後の授業に活用している。前期、後期の授業終了後には、担当教員全員の振り返りを共有し、授業内容
や実施方法を改善する取り組みも行っている。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

本学の当プログラムは2022年度から開始しており、現時点で修了者は存在しておらず、評価することができない。
2026年度には、プログラムを修了した学生の進路について、キャリアセンターが実施している進路調査から把握する予
定。
将来的には、プログラムを修了した学生が卒業し、就職した企業等から活躍状況・評価についてヒアリングを行う予
定。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

キャリアセンターと連携し、学内企業説明会等で協力関係にある企業から、本科目の意義や実施状況を踏まえた意見
聴取を実施する予定。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

必修科目「情報とコンピュータⅡ」では、初学者向けに編集されたテキストを用い、顧客分析、仕入計画など、専門分野
によらず関心を持つ事例を用いて分析を行うほか、「AIで変わる私たちの暮らし」として、まちづくり、防災・環境、エネル
ギー、農業・食品など、身近な分野の事例を紹介している。また、「AI時代に求められる人材」について理解を深めるこ
とで、自らが学ぶべき意義について再確認するようにしている。
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学生要覧学生要覧 2022（令和4）年度

この「学生要覧」は、卒業まで使用します。
大切に保管してください。

文学部・国際学部・人間科学部

※新型コロナウィルス感染症対策については、本学が定める感染防止ガイドライン、大学HP、CampusSquareからの通知等で確認してください。
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建学の理念・教育理念

学業に関する基本事項

授業科目

資格取得科目

大学院案内

学生生活に関する事項

諸規程

学内図施設

主 要 目 次

・内容に変更がある場合は、掲示及びオリエンテーションで
通知しますので注意してください。

・授業科目表の開講区分は、変更になる場合があります。必
ず時間割表及びシラバスを確認してください。
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AI・データ活用力育成プログラム
近年、デジタル技術の急速な発展により社会のしくみが大きく変化する「デジタルトランスフォーメーション」の時代を

迎えています。人工知能（AI）やビッグデータを活用した新しいビジネスの形が出現する一方、情報セキュリティや情報モ

ラルについて一人ひとりの理解が求められる時代だと言えます。コンピュータやスマートフォンから日常的にネットワーク

に接続し、あらゆる情報がつながっている時代を生きていく上で、AI やデータ活用の基礎的知識が今や「現代の読み・書き・

そろばん」として文系、理系を問わず全ての学生に必須となっています。甲南女子大学「AI・データ活用力育成プログラム」

は、そのような社会で求められる基礎的な知識を身につけるための全学部の学生を対象にしたプログラムです。所定の授業

を履修することで、プログラム修了の認定証を発行します。

AI・データ活用力育成プログラム科目表

必要
単位 授　業　科　目 単位

（○印は必修）
配当
年次 開設学科等 備考

A
I
・
デ
ー
タ
活
用
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
６
単
位
以
上
）

情
報
処
理
・

A
I
基
礎
科
目

4
単
位
以
上

情報とコンピュータⅠ 1⃝⃝ 1 全学共通科目（情報科目）
情報とコンピュータⅡ 1⃝⃝ 1 全学共通科目（情報科目）
AI とライフデザイン 2 2〜 全学共通科目（教養科目）
コンピュータと社会 2 2〜 全学共通科目（情報科目）

デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
基
礎
科
目

2
単
位
以
上

統計学の基礎 2 1〜 全学共通科目（教養科目） 文学部・国際学部・総合子どもは必須
ビジネス情報実習 1 2〜 全学共通科目（情報科目）
心理学統計法Ⅰ 2 1 心理学科専攻科目（学科内必修） 心理学科の学生のみ履修可
社会調査演習 2 2 文化社会学科専攻科目（学科内必修） 文化社会学科の学生のみ履修可
生活環境学基礎演習 Ⅲ 2 2 生活環境学科専攻科目（学科内必修） 生活環境学科の学生のみ履修可
保健統計学 1 1 看護学科専攻科目（学科内必修） 看護学科の学生のみ履修可
保健情報学 1 2 看護学科専攻科目（学科内必修） 看護学科の学生のみ履修可
統計学 2 1 理学療法学科専攻科目（学科内選択） 理学療法学科の学生のみ履修可
栄養情報処理学演習 1 1 医療栄養学科専攻科目（学科内必修） 医療栄養学科の学生のみ履修可
公衆栄養学実習 1 3 医療栄養学科専攻科目（学科内必修） 医療栄養学科の学生のみ履修可
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※新型コロナウィルス感染症対策については、本学が定める感染防止ガイドライン、大学HP、CampusSquareからの通知等で確認してください。
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生
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近年、デジタル技術の急速な発展により社会のしくみが大きく変化する「デジタルトランスフォーメーション」の時代を

迎えています。人工知能（AI）やビッグデータを活用した新しいビジネスの形が出現する一方、情報セキュリティや情報モ

ラルについて一人ひとりの理解が求められる時代だと言えます。コンピュータやスマートフォンから日常的にネットワーク

に接続し、あらゆる情報がつながっている時代を生きていく上で、AI やデータ活用の基礎的知識が今や「現代の読み・書き・

そろばん」として文系、理系を問わず全ての学生に必須となっています。甲南女子大学「AI・データ活用力育成プログラム」

は、そのような社会で求められる基礎的な知識を身につけるための全学部の学生を対象にしたプログラムです。所定の授業

を履修することで、プログラム修了の認定証を発行します。

AI・データ活用力育成プログラム科目表

必要
単位 授　業　科　目 単位

（○印は必修）
配当
年次 開設学科等 備考

A
I
・
デ
ー
タ
活
用
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
６
単
位
以
上
）

情
報
処
理
・

A
I
基
礎
科
目

4
単
位
以
上

情報とコンピュータⅠ 1⃝⃝ 1 全学共通科目（情報科目）
情報とコンピュータⅡ 1⃝⃝ 1 全学共通科目（情報科目）
AI とライフデザイン 2 2〜 全学共通科目（教養科目）
コンピュータと社会 2 2〜 全学共通科目（情報科目）

デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
基
礎
科
目

2
単
位
以
上

統計学の基礎 2 1〜 全学共通科目（教養科目） 文学部・国際学部・総合子どもは必須
ビジネス情報実習 1 2〜 全学共通科目（情報科目）
心理学統計法Ⅰ 2 1 心理学科専攻科目（学科内必修） 心理学科の学生のみ履修可
社会調査演習 2 2 文化社会学科専攻科目（学科内必修） 文化社会学科の学生のみ履修可
生活環境学基礎演習 Ⅲ 2 2 生活環境学科専攻科目（学科内必修） 生活環境学科の学生のみ履修可
保健統計学 1 1 看護学科専攻科目（学科内必修） 看護学科の学生のみ履修可
保健情報学 1 2 看護学科専攻科目（学科内必修） 看護学科の学生のみ履修可
統計学 2 1 理学療法学科専攻科目（学科内選択） 理学療法学科の学生のみ履修可
栄養情報処理学演習 1 1 医療栄養学科専攻科目（学科内必修） 医療栄養学科の学生のみ履修可
公衆栄養学実習 1 3 医療栄養学科専攻科目（学科内必修） 医療栄養学科の学生のみ履修可

AI・データ活用力育成プログラム9
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○甲南女子大学 全学共通教育委員会規程 

平成31年４月１日 

第１条 本学に全学共通教育委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

第２条 委員会は、次のことを行う。 

(1) 全学共通教育の実施上審議を要すべき事項に関し、学部教授会等に提出する原案を作成する。 

(2) 全学共通教育の実施に関する学長の諮問事項について審議する。 

(3) 全学共通教育として実施されるプログラムの申請に必要な自己点検・評価を行う 

(4) 全学共通教育の実施に関して必要な事項を研究審議し、学長に進言する。 

第３条 委員会は、次の委員をもって組織する。 

(1) 学長が指名した委員長 

(2) 学長が指名した専任教員 

(3) キャリアセンター長 

(4) 教務部長 

(5) キャリアセンター課長 

(6) 教務課長 

２ 前項第3号及び第4号の委員は、前項第1号の委員を兼ねることができる。 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

第５条 委員会は、委員長が招集する。 

第６条 委員長は、委員会の運営を管理する。 

第７条 委員会が必要と認めたときは、委員長の承認を得て本学教職員の出席を求め、審議事項の説明を

聴取し、又はその意見を求めることができる。 

第８条 委員会の議長は、委員長とする。 

第９条 委員会は、委員の３分の２以上の出席をもって成立する。 

第10条 委員会の議事は、出席した委員の多数決により決定するものとする。 

第11条 委員会の議事は、教務課において記録し、保管する。 

第12条 この規程の改廃は、委員会の議を経て、学長の決定によるものとする。 

附 則 

この規程は、平成31年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程（改正）は、令和５年４月１日から施行する。 
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○甲南女子大学内部質保証委員会規程

令和元年11月11日

(目的)

第1条　甲南女子大学(以下「本学」という。)に、本学の教育研究、管理運営等の自主的・自律的な質保証への取

組みを推進するために、甲南女子大学内部質保証委員会(以下「委員会」という。)を置く。

(構成)

第2条　委員会は、次の者をもって組織する。

(1)　学長

(2)　常務理事

(3)　学部長

(4)　事務局長

2　委員会に、委員長及び副委員長を置く。

3　委員長は学長とし、副委員長は学長が指名した学部長とする。

4　委員会は、委員長が必要と認めた者の出席を求め、意見を聴くことができる。

(運営)

第3条　委員会は、委員長が招集し、副委員長が議長となり議事の進行をはかる。

2　委員会は、構成員の3分の2以上の出席をもって成立する。

3　委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決する。

(審議事項)

第4条　委員会は、第1条に掲げる目的に即し、次に掲げる事項について審議を行う。

(1)　教育目標に関する事項

(2)　IR、教学情報等に基づく教育の質向上に関する事項

(3)　3つのポリシーを起点とする教育の質保証に関する事項

(4)　中長期の計画を踏まえた大学全体の質保証に関する事項

(5)　その他内部質保証に関する事項

(所管)

第5条　委員会に関する事務は、経営企画課の所管とする。

(改廃)

第6条　この規程の改廃は、委員会の議を経て学長の決定による。

附　則

この規程は、令和元年11月11日から施行する。
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AI・データ活用力育成プログラム 概要

【プログラム概要】

人工知能（AI）やビッグデータを活用した新しいビジネスの形が出現する時代におい

て、情報セキュリティや情報モラルについて理解すること、またコンピュータやスマートフォ

ンから日常的にネットワークに接続し、あらゆる情報がつながっている時代を生きていく

上で、社会で活用できるAI やデータ活用の基礎的知識を身につけることを目的とする

【対象】

全学部の学生

【修了要件】

プログラム科目表のうち、「情報処理・AI基礎科目」から4単位以上、かつ「データリテラシー

基礎科目」から2単位以上を履修することで、プログラム修了の認定証を発行します。
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2023/04/28

AI・データ活用力育成プログラム 補足資料①（科目表）

備考開設学科等配当
年次

単位
(゜印は必修)授業科目必要

単位名称・科目群

全学共通科目（情報科目）１１゜情報とコンピュータⅠ
４
単
位
以
上

情
報
処
理
・

A
I
基
礎
科
目

A
I
・
デ
ー
タ
活
用
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
６
単
位
以
上
）

全学共通科目（情報科目）１１゜情報とコンピュータⅡ

全学共通科目（教養科目）２～２AIライフデザイン

全学共通科目（情報科目）２～２コンピュータと社会

文学部・国際学部・総合子どもは必須全学共通科目（教養科目）１～２統計学の基礎

２
単
位
以
上

デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
基
礎
科
目

全学共通科目（情報科目）２～１ビジネス情報実習

心理学科の学生のみ履修可心理学科専攻科目（学科内必修）１２心理学統計法Ⅰ

文化社会学科の学生のみ履修可文化社会学科専攻科目（学科内必修）２２社会調査演習

生活環境学科の学生のみ履修可生活環境学科専攻科目（学科内必修）２２生活環境学基礎演習Ⅲ

看護学科の学生のみ履修可看護学科専攻科目（学科内必修）１１保健統計学

看護学科の学生のみ履修可看護学科専攻科目（学科内必修）２１保健情報学

理学療法学科の学生のみ履修可理学療法学科専攻科目（学科内選択）１２統計学

医療栄養学科の学生のみ履修可医療栄養学科専攻科目（学科内必修）１１栄養情報処理学演習

医療栄養学科の学生のみ履修可医療栄養学科専攻科目（学科内必修）3１公衆栄養学実習
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AI・データ活用力育成プログラム 補足資料②（実施体制・自己点検・評価）

授業実施

全学共通教育委員会で
自己点検報告書の確認

内部質保証委員会での
自己点検・評価

履修者・修了者数の確認
授業アンケート等から学習成果を確認

次年度授業計画の
検討

年度総括の
自己点検報告書を作成

【自己点検・評価体制】

・ プログラムの運営責任者:教務部⾧

・ プログラムを改善・進化させるための体制:全学共通教育委員会

・ プログラムの自己点検・評価を行う体制:内部質保証委員会
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